
 

  

  

 

     

 

 

 

 

 

新潟 RC3 月第 1 例会 (2015.3.3) №３０７７ 

 

(1) 「君が代」斉唱  

ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱 

(2) 高橋 秀樹会長挨拶 

 先週23 日は、新潟市内クラブ合同例会が 271人の出席者に

より盛大に催されました。ご出席のみなさん、洵にありがとうご

ざいました。 

さて、この一週間で気になったニュースは、福島第一原発の

汚染された雨水が港の外への漏れていたニュースでした。新

潟にも柏崎に原発があること、また、新潟に福島県から多くの

方々が避難していること、そして、私自身が福島県出身である

こともあって、どうしても気になります。一刻も早く事態が改善さ

れていくことを願うばかりです。しかし他方では、このような世

間の耳目を集める大きな事件と並行して、日常の中で刻々と

進んでいく深刻な海の汚染もあります。今日はその話をさせて

頂きたいと思います。 

 みなさんはダイオウグソクムシという生き物をご存知でしょう

か。これは水深200 メートルから 1000 メートルの深海にすむダ

ンゴムシの仲間で、大きいものだと体長50 ㎝、重さ 1 ㎏ほどに

成長します。海外で捕獲され国内の水族間で飼育されていた

計４匹の個体から、昨年、ゴムや化学繊維などの人工物が見

つかりました。水族館の担当者は、人間が捨てたゴミが深海の

生き物にまで影響を与えていることを知ってほしいと語ってい

ます。 

 では、どれくらい海にゴミが流れ込んでいるかというと、一説

によれば、世界の海に数百万トンのプラスチックが漂い、その

９９％は行方が分からないそうです。海面に浮いているものは

波と日光で細かく砕かれ、海の生物にのみ込まれる恐れがあ

り、食物連鎖を通じて人間も影響を受ける可能性があります。

米国西海岸沖では、水深 2,000m 以上の深海に、椅子、コーラ

の瓶、靴など、多様なゴミが落ちていることが、遠隔操作型の

水中探査機（ROV）によって明らかになっています。深海は酸

素濃度が低く、日光がほとんど差し込まず、水が非常に冷たい

状態にあります。そのため、物の腐敗ペースが遅くなり、陸地

では数年間しか残存しない物が、海中では何十年も存在する

場合もあります。ところが、船から誤って海に落ちるコンテナの

数は毎年 1 万個にのぼるそうです。我々の知らないうちにゴミ

の山になっている深海もあるかもしれません。 

深海の汚染は、ゴミの回収が難しいというだけでなく、目に見

えない場所であるだけに問題が意識されにくいという難しさも

あります。また、何百メートル、何千メートルもの海の底が、い

ったい我々の生活とどう関係があるのだ、と思う方もいるでしょ

う。 

 ちょっと話題が変わりますが、代用魚という言葉を聞いたこと

がおありでしょうか。これは、古くから食用とされてきた魚介類

の代用として、近年利用されている魚介類を指します。マグロ

の代わりのアカマンボウ、クルマエビの代わりのブラックタイガ

ーなどは夙に知られています。要するに、漁獲高が減ったり足

りなくなったりするために、今まで漁獲の対象とならなかったと

ころから新たに魚を獲らざるを得なくなってきたわけですが、

そのようなところとして、外国の海域と並んで深海が重要な開

発先になります。 

 では、我々はどれくらい深海魚を食べているのでしょうか。深

海の定義は二種類あり、海洋学では水深3000mより深いところ

を指し、水産学では大陸棚が終わる水深 200m より深いところ

を指します。今話題にしているのは食糧に関する事柄ですの

で、水産学上の定義に従って、食用にされている深海魚を見

てみますと、主なものだけで 50 種類を超えます。 

 さて、そこで先ほどお話しした深海のゴミのことを思い出して

ください。今のままでは益々海の表面にゴミが漂い、深海にも

積もっていくことになります。それらのゴミには 

ＰＣＢ、ＤＤＥ、ノニルフェノールなど、環境ホルモンと見られて

いる物質が、高濃度で付着している場合があり、それらの汚染

物質が生物の体に移っているデータも出てきています。他方、

人口の増加と、食用魚の在来種の絶滅や減少のため、益々多

様な魚が海の底から引きずり出されて食卓に上ることになりま

す。この二つの傾向が続いていけば、（あくまでも極端な未来

像ではありますが、）やがて我々は、暗闇の深海の中でゴミの

中を徘徊し、這いずりながら、有害物質を体内に溜め込んで

いる魚をたくさん食べることになるでしょう。 

では、我々には何ができるでしょうか。 

少なくとも日本には、高度経済成長時代の「公害列島」の状態

から環境を再生させてきた実績があります。1970 年代以降現

在に至るまで、政府による規制や企業レベルの努力がなされ

てきました。 
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各種ボランティアの海岸清掃も大切です。新潟ロータリークラ

ブでも毎年海岸清掃をしているわけですが、海岸清掃は単に

砂浜の美しさを保つためだけでなく、海の生態系を健全に保

つ上でも意味があります。海岸に放置されたり、打ち上げられ

たりしたゴミは、波によって海に戻っていくものもあり、膨大な

漂流ごみになっていきます。海岸清掃は、ゴミを海岸から消す

ためだけでなく、ゴミが手の届かない沖あいや海底に行ってし

まう前に手の届く海岸で回収するという意味があります。 

そして、海を汚さないことは川を汚さないことであり、川を汚さ

ないことはゴミや汚水を垂れ流さないことであり、ゴミや汚水を

垂れ流さないことはゴミを減らし、汚水をコントロールすること

です。実は、現在の日本における水質汚濁の 7 割近くは、一

般家庭の生活排水が汚染源となっているそうです。水質基準

を定める法令などで対策が進められているものの、一般家庭

での環境意識が伴わなければ効果は期待できず、生活排水

への対策はむしろ産業排水への対策より困難なのだそうで

す。 

とりわけ新潟にとって海は大事な資源であります。冬は脂のの

った美味しい魚が獲れ、夏には観光・レジャーの場として多く

の人々を集めてくれます。また、文化という点でも、「砂山」とい

う歌がありますが、場所を特定することのできる海の歌で、日

本人のほとんどが知っている歌というのも、あまり他に例がな

いのではないでしょうか。一昨日の新潟日報の一面で大きく報

じられたことですが、人口減などの理由のため、新潟県の自治

体の実に 83％にあたる 25 の自治体が、将来的な消滅の危機

を感じているということです。新潟の地域創生が急務でありま

すが、それは、海の恵みを抜きにして構想することはできない

だろうと思います。 

本日は、原発の汚染雨水の問題を皮切りにお話を始めました

が、この問題に今後も注視していくと共に、これと並行して、日

常生活のなかで静かに且つ巨大な規模で進んでいく海の汚

染についても改めて認識を深め、新潟ロータリークラブとして、

また、みなさんのそれぞれの事業所で、あるいはご家庭で、そ

して一人の市民として何ができるか、折に触れてお考え頂け

れば幸いです。本日の会長挨拶は以上です。 

(3) ビジターの紹介 

   林 千晃君（大阪北梅田ＲＣ）(ご挨拶) 

中村 宏之君(日本ロータリーＥクラブ) 

(4) 米山奨学生 朴 治国さん挨拶・奨学金贈呈 

(5) １００％出席バッチの贈呈 

小飯田澄雄君 ５年  宇尾 野隆君 ７年

山田 隆一君 20年  塚田 正幸君 23年

白勢 仁士君 24年  得永 哲史君 31年

本間  彊君 36年   

(6) 誕生日お祝い贈呈（９名） 

(7) 結婚記念日お祝いの紹介(１４名) 

 

(8) 各種ご寄付の発表 

ロータリー財団寄付発表(樋熊 紀雄委員長) 

樋熊 紀雄君  

米山奨学会寄付発表(徳永 昭輝委員長) 

徳山 啓聖君 徳永 昭輝君 

青少年育成基金寄付発表(山田 隆一委員長) 

高橋 清文君 本間  彊君 

(9) ニコニコボックス紹介 

・金親 顯男君 先日、ＲＣの仲間と房総の鴨川カントリー

に行って来ました。梅と菜の花が満開の中、温泉とゴルフ

を楽しみ、花粉症にも悩まされましたが、ぺリア戦で飛賞に

入りニコニコです。 

・塚田 正幸君 例会を６週休み久しぶりに出席します。う

れしくてニコニコします。 

・内山 清君 結婚記念日のお花ありがとうございました。 

・長谷川秀彦君 第２８回サラリーマン川柳全国ベスト１００

決定しました。全国４万句からの選考です。我がロータリー

の小林さん作品は残念ながら・・・・。ちなみにＮｏ39 とＮｏ

40 は新潟のお客さんの作品です。一読してニコニコして下

さい。 

・本間 剛三君 創業記念のお祝い、古希の祝いを続けて

お祝いしていただきありがとうございます。感謝申し上げま

す。 

・山田 眞君 ３つの嬉しいことにニコニコさせていただきま

す。①本日のゲストスピーカーである、内山 雅視さんをお

迎えしニコニコします。②先週土曜日に千葉県の鴨川で行

われた、ゴルフ同好会遠征コンペで優勝させていただきニ

コニコします。③次のホワイトデーに、おそらく私の名前で

妻宛に結婚記念日のお花を届けていただくと思いますの

で、今からニコニコしておきます。 

(10) 卓話「新潟における障害者雇用」  

新潟第一社会保険労務士事務所 

所長 内山 雅視 氏 

 

 

 

 

 

(11) 本日の出席率 ７６．０５  ％ 

(2週間前メーク後 ８７．２４  %) 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月１０日の例会予定 

卓話「世界遺産候補 佐渡金銀山の魅力」  

新潟県教育庁文化行政課世界遺産登録推進室  

吉田 博 参与 

 

新潟ロータリークラブホームページアドレス 

http://www.niigatarc.jp/ 

 

 
３月３日 理事会報告 出席者９名 
 
１ ２０１７～１８年度ガバナー候補推薦に

ついて＝推薦なし 
 
２ 創立７５周年式典について 
香港より７名参加の連絡有り。日程は未定。

石本酒造見学を予定。 
 
３ ３月のプログラム=承認 
３月 ３日 卓話「新潟における障害者雇用」 
新潟第一社会保険労務士事務所 
内山 雅視（まさし）所長 

３月１０日 卓話「世界遺産候補  
佐渡金銀山の魅力」  
新潟県教育庁文化行政課世界遺産登録推進室 

吉田 博 参与 
３月１７日 会員スピーチ 
日本銀行新潟支店 千田 英継支店長 

３月２４日 卓話  
白根大通病院 新田 幸壽院長 

３月３１日 新潟明訓高校インターアクト 
海外研修報告  

４ その他 
① ５月１０日に開催される地区協議会登録

料について＝今年度会計より支出する。 
② ポリオプラスのため１人１０ドル寄付 

昼食費もやりくりで拠出する。 
③ 次期山本ガバナー公式訪問 
７／１４に決定。次年度計画表を提出する。 


